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主な研究課題 
 口唇口蓋裂に対する口腔・顎・顔面の形態と機能の解析法の開発 
 口腔癌に対する支持療法の有効性の検討 
 網羅的細菌叢解析を用いた各種疾患における新規バイオマーカーの探索 
 口腔癌の分子細胞生物学的特性に基づいた新規治療標的の検討 
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